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は
じ
め
に

　

百
五
十
年
史
編
纂
の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
の
は
四
回
目
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
〇
月
末
ま

で
で
あ
る
。
昨
年
度
ま
で
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
は
年
一
度
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
前
期
・
後
期

に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
編
纂
専
門
委
員
会
の
回
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
編
纂

専
門
委
員
会
・
編
纂
委
員
会
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

編
纂
事
業
の
進
捗
状
況

　

中　

川　

和　

明
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一　

二
〇
一
三
年
度
末
の
状
況

（
一
）
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）

　

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
九
日
に
、
會
津
八
一
博
物
館
二
階
津
田
記
念
室
（
一
二
：
一
〇
〜
一
三
：
〇
〇
）
に
お
い
て
、
編
纂
専
門
委
員
会
（
第

三
回
）
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
四
名
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
協
議
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
集
・
執
筆
体
制
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
編
集
・
執
筆
体
制
案
、「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
」（
案
）、
お
よ
び
二
〇
一
四
年
度
・

二
〇
一
五
年
度
の
活
動
目
標
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
さ
ら
に
、
委
員
長
よ
り
、
編
纂
専
門
委
員
会
と
資

料
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
、
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
（
案
）
の
第
２

条
三
、
な
い
し
第
５

条
４

に
依
拠
し
て

資
料
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
編
纂
専
門
委
員
会
に
か
か
わ
る
こ
と
が
出
来
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　

各
委
員
か
ら
、「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
」（
案
）
第
２

条
二
の
委
員
は
、
編
纂
委
員
の
中
で
の
互

選
と
考
え
て
よ
い
か
、
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
と
回
答
が
あ
っ

た
。

２

．
資
料
調
査
・
収
集
の
件

（
１

）
学
術
院
関
係
等
の
資
料
に
つ
い
て

　

委
員
長
よ
り
、
今
後
、
教
務
部
所
管
資
料
（
教
務
課
以
外
）、
お
よ
び
学
術
院
関
係
資
料
等
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
学

術
院
に
は
保
存
文
書
目
録
が
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
調
査
方
法
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
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ま
た
、
各
委
員
か
ら
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
漠
然
と
学
術
院
関
係
資
料
を
請
求
す
る
の
で
な
く
、
ど
う
い
う
資
料
を

調
査
し
た
い
か
具
体
的
に
示
し
て
調
査
依
頼
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
は
、
改
革
・
改
編
や
大
き
な
事

件
に
関
係
す
る
資
料
の
調
査
を
優
先
さ
せ
る
。
本
部
資
料
で
は
結
論
・
概
略
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
学
術
院
側
の
資
料
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
、
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

（
２

）
研
究
推
進
部
、
研
究
院
・
研
究
機
構
の
資
料
に
つ
い
て

　

委
員
長
よ
り
、
研
究
推
進
部
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
研
究
機
構
の
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
今
後
、
研
究
推
進
部
お
よ
び
研
究
院
・
研
究
機
構
等
の
資
料
の
調
査
・
収
集
も
行
う
必
要
が
あ
る
旨
の
説
明
が
あ

り
、
協
議
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
研
究
機
構
が
廃
止
さ
れ
る
際
に
保
管
資
料
が
処
分
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
研
究
機
構
の
中
に
あ
る
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
所
の
資
料
は
そ
も
そ
も
研
究
機
構
の
管
轄
外
で
あ
る
こ
と
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
の
財
務
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
一
〇
年
間
保
管
し
て
い
る
が
、
そ
の
資
料
は
研
究
推
進
部
で
も
残
し
て

お
き
会
計
検
査
院
の
監
査
に
備
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
。

・
研
究
機
構
の
運
営
委
員
会
の
資
料
・
議
事
録
を
収
集
・
保
管
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

・
研
究
機
構
の
活
動
報
告
書
な
ど
も
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
研
究
推
進
部
で
は
、
廃
止
さ
れ
る
研
究
機
構
の
資
料
を
大
学
史

資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
管
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
が
、
研
究
機
構
の
方
で
は
そ
う
し
た
意
志
決
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

右
の
よ
う
な
意
見
を
受
け
て
、
委
員
長
が
、
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
の
か
調
べ
た
う
え
で
、
基
準
を
決
め
て
保
存
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
、
と
答
え
た
。
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３

．
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
大
隈
会
館
地
下
の
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
を
継
続
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
を
マ
イ
ク
ロ
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。

４

．
学
内
資
料
の
公
開
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
学
内
資
料
の
受
入
・
公
開
・
保
管
の
基
準
等
に
つ
い
て
詰
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。

５

．
学
徒
出
陣
及
び
戦
争
犠
牲
者
に
関
す
る
調
査
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
学
徒
出
陣
及
び
戦
争
犠
牲
者
の
調
査
に
つ
い
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
経
緯
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。

　

各
委
員
等
か
ら
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
今
後
、
調
査
結
果
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
公
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
公
開
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
で
は
学
徒
出
陣
関
係
の
資
料
調

査
・
聞
き
取
り
調
査
を
本
格
化
し
て
お
り
、
本
学
で
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
報
告
事
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
で
あ
る
。
担
当
者
よ
り
、
①
本
部
保
管
文
書

目
録
の
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
提
供
状
況
、
②
学
内
資
料
（
総
務
部
総
務
課
の
資
料
、
広
報
室
広
報
課
の
資
料
）
の
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬

送
・
移
管
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
の
件
で
あ
る
。
担
当
者

よ
り
、
理
事
会
関
係
資
料
の
本
部
へ
の
返
却
・
再
借
出
と
目
録
化
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

（
二
）
議
題
稟
議
と
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
四
回
）

　

一
二
月
三
日
に
予
定
し
て
い
た
編
纂
委
員
会
は
、
定
足
数
を
満
た
さ
ず
、
未
成
立
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
会
議
で
協
議
を
予
定
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し
て
い
た
「
協
議
事
項
の
１

」（
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
集
・
執
筆
体
制
に
関
す
る
件
）
を
中
心
に
、
年
末
に
持
ち
回
り
稟
議
を
行
っ
て
、

了
承
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち
、
編
纂
専
門
委
員
会
の
機
能
・
権
限
を
明
確
化
し
て
、
編
纂
委
員
会
の
下
で
具
体
的
な
編
集

作
業
に
あ
た
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
前
、
新
た
に
「
編
集
委
員
会
」
を
設
け
る
と
い
っ
た
方
向
に
進
ん
で
い
た
が
、
よ
り
簡

潔
に
、
専
門
委
員
会
の
権
限
・
機
能
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

　

年
が
明
け
て
、
二
月
六
日
に
専
門
委
員
会
（
第
四
回
）
が
二
号
館
の
津
田
左
右
吉
記
念
室
（
一
二
：
〇
〇
〜
一
三
：
〇
〇
）
で
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
は
四
名
で
あ
っ
た
。
協
議
事
項
は
次
の
三
件
で
あ
る
。

１

．
編
纂
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
見
通
し
の
件

　

委
員
長
よ
り
、「
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
」
に
基
づ
き
、
①
第
一
巻
の
執
筆
方
針
・
構
成
・
内
容
、
②
第
一
巻
の
原
稿
執
筆

担
当
者
案
、
③
第
二
巻
・
第
三
巻
の
執
筆
方
針
・
構
成
・
内
容
、
④
資
料
収
集
の
本
格
化
、
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
協
議

し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
内
（
二
月
末
〜
三
月
中
旬
）
に
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
を
開
催
し
て
、
上
記
の
編
纂
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
議

の
見
通
し
に
つ
い
て
承
認
を
得
る
こ
と
が
、
編
纂
日
程
上
、
不
可
欠
で
あ
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
説
明
を
う
け
て
、

各
委
員
か
ら
、
今
年
度
内
に
定
足
数
を
確
保
し
て
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
を
開
く
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
が
各
委
員
の
都
合
を
よ
く
伺
い
、
開
催
日
時
を
決
め
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２

．
戦
争
犠
牲
者
調
査
具
体
化
の
件

　

担
当
者
よ
り
、
戦
争
犠
牲
者
調
査
具
体
化
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
戦
争
犠
牲
者
情
報
（
四
七
三
五
名
、
戦
死
者
の
み

で
は
な
く
広
く
戦
災
の
犠
牲
者
全
般
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
や
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
で
公
開
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
未
公
開
の
項
目
を
含
ん
だ
「
早
稲
田
大
学
戦
没
者
調
査
表
」
が
百
年
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史
編
纂
時
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
と
し
て
「
早
稲
田
大
学
戦
没
者
調
査
表
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
完
成
後
の
公
開
方
法
を
決
め
、
不
明
項
目
の
再
調
査
（
個
人
情
報
、
学
歴
情
報
、
戦
没
情
報
）
を
行
う
必
要
が
あ

る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
戦
没
情
報
の
調
査
に
は
厚
生
労
働
省
や
靖
国
神
社
の
資
料
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
委

員
長
か
ら
、
学
徒
出
陣
経
験
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
現
在
進
め
て
い
る

旨
の
補
足
説
明
も
な
さ
れ
た
。

　

各
委
員
か
ら
、
大
学
と
し
て
戦
争
犠
牲
者
の
名
前
等
を
公
開
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
説
明
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
担
当
者
が
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
学
徒
出
陣
関
係
の
調
査
の
一
環
と
し
て
戦
争
犠
牲
者
調
査
が
不
可
欠
で
あ

る
。
例
え
ば
、
召
集
・
出
陣
の
経
緯
か
明
確
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
同
じ
年
齢
で
あ
っ
て
も
誕
生
日
の
月
日
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な

る
な
ど
、
生
年
月
日
も
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
族
な
ど
が
戦
争
犠
牲
者
を
調
べ
る
上
で
も
、
情
報
を
公
開
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　

委
員
長
が
次
の
よ
う
に
補
足
し
た
。
レ
ク
イ
エ
ム
と
し
て
百
年
史
段
階
で
公
開
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
誤
り
を
正
し
、
精
度
を
高
め
る

も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
死
蔵
さ
せ
る
こ
と
な
く
拡
充
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お
け
ば
、
戦
争
犠
牲
者
情
報
の
確
認
が
し
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
大
学
と
し
て
戦
争
に
対
す
る
姿
勢
や
社
会
的
責
任
を
果
た
す
意
味
合
い
も
あ
り
、
単
な
る
学
術
調
査
で
は
な
い
。

公
開
や
掲
載
す
る
際
は
改
め
て
そ
の
趣
旨
を
明
記
し
た
い
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
表
し
て
い
る
大
学
は
他
に
な
く
、
重
要

な
前
例
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

各
委
員
か
ら
、
調
査
デ
ー
タ
と
公
開
デ
ー
タ
の
項
目
数
が
異
な
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
調
査
は
詳
細
に
行
い
、
ど
の
程
度

公
開
す
る
か
は
再
度
検
討
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。
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３

．
既
存
資
料
・
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
件

　

担
当
者
よ
り
、
既
存
資
料
・
文
献
（
大
学
全
体
、
大
隈
重
信
及
び
四
尊
関
係
刊
行
物
、
学
部
・
付
属
学
校
な
ど
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
て
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
か
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
か
で
費
用
が
大
き
く
異
な
る
う
え
、

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
ま
た
作
業
の
優
先
順
位
を
ど
う
す

る
か
、
な
ど
様
々
問
題
が
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
各
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、『
百
年
史
』
の
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
著

作
権
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
法
務
課
と
相
談
し
て
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
書
籍
に
つ
い
て
も

事
前
に
著
作
権
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
が
『
百
年
史
』
に
か
か
わ
る
著
作
権
問
題
を
解
決
し
た
う
え
で
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
始
め
る
の
か
と

い
っ
た
作
業
手
順
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
発
行
元
が
早
稲
田
大
学
出
版
部
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
大
学
出
版
部

と
も
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
い
た
い
と
、
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
、
戦
前
の
『
早
稲
田
学
報
』
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
担
当
者

が
『
早
稲
田
学
報
』
に
つ
い
て
は
、
大
学
図
書
館
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
し
て
も
ら
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
、
と
回
答
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
委
員
長
よ
り
昨
年
末
の
議
題
稟
議
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
懇
談
事
項
は
次
の
二
件
で

あ
っ
た
。

１

．
専
門
委
員
の
補
充
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
審
議
の
見
通
し
に
対
応
し
た
専
門
委
員
（
二
号
委
員
・
三
号
委
員
）
の
補
充
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
各
委
員
か

ら
、
専
門
委
員
の
交
替
は
あ
る
か
、
と
い
う
質
問
が
出
た
。
委
員
長
が
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
専
門
委
員
の
任
期
は
二
年
で
再
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任
を
妨
げ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
第
２

条
三
号　

本
学
の
教
職
員
等
の
う
ち
か
ら
編
纂
委
員
長
が
指
名
す
る
者
」
と
あ
る
よ

う
に
、
二
号
の
編
纂
委
員
を
辞
め
た
場
合
で
も
、
三
号
の
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

．
二
〇
一
五
年
度
以
降
の
業
務
体
制
を
念
頭
に
お
い
た
人
員
配
置
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
編
纂
委
員
会
（
稟
議
）
の
承
認
事
項
を
踏
ま
え
て
、
業
務
体
制
を
念
頭
に
お
い
た
人
員
配
置
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
委
員
か
ら
、
嘱
託
の
場
合
五
年
が
限
度
で
あ
る
が
研
究
員
で
あ
れ
ば
一
〇
年
ま
で
雇
用
で
き
る
の
で
あ
り
、
各
巻
の
記
述
の
一

貫
性
を
保
つ
た
め
に
は
研
究
員
と
し
て
の
雇
用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

二　

二
〇
一
四
年
度
前
期
の
状
況

（
一
）
二
〇
一
四
年
度
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
の
開
催

　

四
月
九
日
に
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
が
、
大
隈
会
館
三
階
Ｎ
三
〇
五
会
議
室
（
一
二
：
一
五
〜
一
三
：
〇
〇
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
一
五
名
、
欠
席
者
四
名
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
前
年
度
の
三
月
頃
を
予
定
し
て
い
た
が
、
出
席
確
保
が
難
し
く
、
二
〇
一
四
年

度
に
ず
れ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
先
ず
、
協
議
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
集
・
執
筆
体
制
に
関
す
る
件

（
１

）
編
纂
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
見
通
し

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
二
〇
一
四
年
度
以
降
の
編
纂
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
見
通
し
（
第
１

巻
の
概
要
と
原
稿
執
筆
担
当
者
案

の
作
成
、
お
よ
び
編
纂
委
員
会
へ
の
そ
の
報
告
予
定
な
ど
）
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
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（
２

）
編
纂
専
門
委
員
の
補
充

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
現
編
纂
専
門
委
員
三
氏
（
浅
古
弘
、
沖
清
豪
、
真
辺
将
之
）
を
、
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
第
２

条
の
二
に

基
づ
く
編
纂
専
門
委
員
（
任
期
二
〇
一
四
年
四
月
九
日
〜
同
年
五
月
三
一
日
）
と
し
て
選
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
大
日
方
委
員
か
ら
、
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
第
２

条
の
二
に
基
づ
き
、
川
口
浩
、
島
善
高
の
二
氏
を
編
纂
専
門
委
員
（
任

期
二
〇
一
四
年
四
月
九
日
〜
同
年
五
月
三
一
日
）
と
し
て
補
充
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
今
回
は
暫
定
的
な
移
行
措
置
で

あ
っ
て
、
次
回
の
二
〇
一
四
年
度
第
二
回
編
纂
委
員
会
（
六
月
開
催
予
定
）
に
お
い
て
、
改
め
て
編
纂
専
門
委
員
選
出
の
手
続
き
を

と
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

（
３

）
二
〇
一
五
年
度
以
降
の
業
務
体
制
を
念
頭
に
お
い
た
人
員
配
置

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
二
〇
一
五
年
度
以
降
の
業
務
体
制
を
念
頭
に
お
い
た
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
（
助
教
一
名
、
助

手
一
名
、
常
勤
嘱
託
一
名
、
非
常
勤
嘱
託
五
名
）
と
そ
れ
ら
の
業
務
分
担
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
上
記
の
八
名
は
資
料
セ

ン
タ
ー
の
通
常
業
務
も
担
う
こ
と
に
な
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

２

．
戦
争
犠
牲
者
調
査
具
体
化
に
関
す
る
件

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
戦
争
犠
牲
者
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
既
に
四
七
三
五
名
分
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
い
る
が
、
項
目
の
追

加
入
力
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
校
正
作
業
を
行
う
旨
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
に
際
し
て
個
人
情
報
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
未
登
録
と
な
っ
て
い
る
戦
争
犠
牲
者
に
つ
い

て
、
新
た
に
厚
生
労
働
省
や
靖
国
神
社
等
の
資
料
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
戦
争
経
験
者
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
既
に
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
推
進
し
て
い
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。
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３

．
既
存
資
料
・
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
に
関
す
る
件

　

大
日
方
委
員
か
ら
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
を
最
優
先
し
、
そ
の
後
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら

既
存
資
料
・
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
委
員
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
形
式
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
か
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
か
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
担
当
者
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
か
テ

キ
ス
ト
か
に
つ
い
て
は
、費
用
の
問
題
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
あ
れ
ば
自
前
で
作
成
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、検
索
に
は
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
の
方
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
最
近
で
は
、
ス
キ
ャ
ン
し
て
か
ら
文
字
の
訂
正
を
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
、
と
回
答

が
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
編
纂
業
務
に
お
け
る
人
名
検
索
な
ど
に
は
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
ほ
う
が
便
利
で
あ
り
、
是
非
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
日
方
委
員
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
法
と
そ
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
な
ど
と
も
協
議
し
た
い
、
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
は
、
①
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
の
議
題
稟
議
に
関
す
る
件
、
②
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂

専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
、
③
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
、
④
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状

況
に
関
す
る
件
、
⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
件
、
の
五
件
で
あ
っ
た
。
殊
に
③
で
は
、
学
術
院
関
係
資
料
等
の
調
査
・
収
集
に
つ

い
て
は
、
改
革
・
新
設
に
か
か
わ
る
資
料
を
重
点
的
に
調
査
・
収
集
す
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

（
二
）
二
〇
一
四
年
度
の
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）

　

六
月
二
四
日
（
火
）、
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
（
二
六
号
館
）
三
〇
一
会
議
室
（
一
二
：
一
〇
〜
一
三
：
〇
〇
）
に
お
い
て
、
編
纂
専
門
委
員
会
（
第



187

一
回
）
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
五
名
、
欠
席
者
一
名
で
あ
っ
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
委
員
長
か
ら
、
現
在
、
編
纂
専
門
委
員
の
任
期
（
二

〇
一
四
年
四
月
九
日
〜
同
年
五
月
三
一
日
）
が
切
れ
て
い
る
が
、
七
月
三
日
開
催
予
定
の
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て

選
出
の
手
続
き
を
と
り
、
遡
っ
て
承
認
を
得
る
予
定
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
先
ず
、
協
議
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１

．
執
筆
方
針
・
構
成
・
内
容
の
件

　

委
員
長
よ
り
別
紙
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
、
本
編
は
文
章
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
写
真
を
入
れ
る

の
か
、
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
委
員
長
が
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
の
口
絵
と
す
る
、
あ
る
い
は
本
文
の
随

所
に
入
れ
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
、
と
回
答
し
た
。

２

．
第
一
巻
の
概
要
の
件

　

委
員
長
よ
り
別
紙
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
、
第
一
巻
第
３

部
で
は
学
生
及
び
学
生
生
活
を
ど
う
扱
う

の
か
、『
百
年
史
』
で
書
い
た
の
で
書
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
は
学
生
生
活
が
発
展
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
っ
た
質
問
が
あ
っ
た
。
委
員
長
が
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
も
記
述
し
た
い
。
書
き
方
に
つ
い
て
は
ま
た
別

途
検
討
し
た
い
。
第
３

部
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
調
査
、
戦
争
犠
牲
者
調
査
な
ど
の
成
果
に
つ
い
て
も
書
き
加
え
て
い
き
た
い
、

な
ど
と
回
答
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
委
員
か
ら
、『
早
稲
田
学
報
』
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
（
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
な

ど
で
公
開
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
が
、
予
算
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
図
書
館
な
ど

と
協
議
し
な
が
ら
、
具
体
化
に
む
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
、
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
は
、
①
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
、
②
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
の
件
、
③
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
件
、
④
戦
争
犠
牲
者
及
び
戦
争
体
験
聞
取
り
調
査
の
件
、
の
四
件
で
あ
っ
た
。
④
に
関
し
て
は
、
各
委
員
か
ら
、『
早
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稲
田
学
』
の
授
業
で
戦
争
体
験
者
が
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
映
像
記
録
と
し
て
残
し
、
他
の
授
業
な
ど
に
転
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
委
員
長
は
、
体
験
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
映
像
に
残
す
よ
う
に
担
当
者

と
相
談
し
た
い
、
と
回
答
し
た
。

（
三
）
二
〇
一
四
年
度
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
の
開
催

　

次
い
で
、
七
月
三
日
に
は
、
大
隈
会
館
三
階
Ｎ
三
〇
五
会
議
室
（
一
二
：
一
五
〜
一
三
：
〇
〇
）
に
お
い
て
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
が
開

催
さ
れ
た
。
出
席
者
一
一
名
で
、
欠
席
者
八
名
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
議
事
に
先
立
ち
、
会
議
運
営
に
つ
き
、
特
別
研
究
期
間
な
ど
で
在
外

中
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
編
纂
委
員
会
の
成
立
要
件
か
ら
除
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
協
議
事
項
は
次
の
三
件
で
あ
っ
た
。

１

．
編
纂
専
門
委
員
選
出
に
関
す
る
件

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
第
２

条
の
二
（
編
纂
委
員
の
う
ち
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
）
に
基
づ
き
、
先
の
編
纂

委
員
会
（
第
一
回
）
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
浅
古
弘
・
沖
清
豪
・
川
口
浩
・
島
善
高
・
真
辺
将
之
の
各
委
員
を
引
き
続
き
編
纂
専
門

委
員
（
任
期
二
〇
一
四
年
六
月
一
日
〜
二
〇
一
六
年
五
月
三
一
日
）
と
し
て
選
出
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。
な
お
、

任
期
に
つ
い
て
は
、
遡
っ
て
六
月
一
日
付
と
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
概
要
に
関
す
る
件

　

大
日
方
委
員
か
ら
『
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
概
要
、
お
よ
び
『
百
年
史
』
と
比
較
し
た
場
合
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
今
後
、
専
門
委
員
会
に
お
い
て
十
分
審
議
し
て
、
次
回
編
纂
委
員
会
（
一
一
月
末
な
い
し
一
二
月
上
旬
に
開
催
予
定
）
に
お
い
て
第

一
巻
の
よ
り
詳
細
な
構
成
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
第
一
巻
第
３

部
の
戦
争
に
係
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
進
め
て
い
る
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、「
関
連
出
版
物
」
に
つ
い
て
は
、
学
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生
・
校
友
に
手
軽
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
分
か
り
や
す
い
書
籍
も
計
画
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
補
足
説
明
が
あ
っ

た
。

３

．
既
存
資
料
・
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
に
関
す
る
件

　

大
日
方
委
員
か
ら
、
既
存
資
料
・
文
献
の
う
ち
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
優
先
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、『
早
稲
田
学
報
』
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
計
画
に
関
し
て
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、『
早
稲
田
学
報
』
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
で
既
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
部
分
（
一
九
〇
六
年
ま
で
）
は
そ
れ
を
活
用
し
、
そ
れ
以
降
の
分
に
つ
い
て
は
図

書
館
と
協
議
し
て
い
き
た
い
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
報
告
事
項
は
、
①
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
、
②
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の

報
告
に
関
す
る
件
、
③
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
、
④
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
に
関
す
る
件
、

⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
件
、
⑥
戦
争
犠
牲
者
及
び
戦
争
体
験
聞
取
り
調
査
に
関
す
る
件
、
の
六
件
で
あ
っ
た
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
か
ら
、
２

社
の
参
考
見
積
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
解
体
・
復
元
費
用
が
両
社
で
大
き
く
こ
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
担
当
者
が
、
業
者
に
よ
る
方
法
の
違
い
（
修
復
専
門
業
者
に
依

頼
す
る
か
否
か
）
な
ど
に
よ
る
も
の
と
答
え
た
。
さ
ら
に
、
大
日
方
委
員
か
ら
、
業
者
に
撮
影
の
仕
方
や
解
体
・
復
元
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
、
今
後
、
正
式
な
見
積
書
作
成
に
向
け
て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

⑥
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
か
ら
、
聞
き
取
り
調
査
の
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
質
問
が
出
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
大
日
方
委
員
が
、
出
陣
学
徒
の
会
な
ど
様
々
な
方
面
か
ら
情
報
を
得
た
う
え
で
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
取
り
対
象
者
を
決
め

て
い
る
。
調
査
対
象
者
か
ら
紹
介
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
。
高
齢
な
の
で
機
会
を
逸
し
な
い
よ
う
に
急
い
で
調
査
を
進
め
て
い
る
、

と
回
答
し
た
。
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さ
ら
に
、
各
委
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
候
補
者
は
多
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
大
日
方
委
員
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、

同
一
人
物
か
ら
何
回
か
に
わ
た
っ
て
聞
き
取
る
場
合
も
あ
る
と
回
答
し
た
。

　

な
お
、
編
纂
委
員
会
の
終
了
後
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
年
度
秋
に
開
設
さ
れ
る
予
定
の
百
五
十
年
史
編
纂
室
（
仮
称
）

の
予
定
地
を
調
査
し
て
、
同
室
の
間
取
り
な
ど
を
検
討
し
た
。

三　

九
月
下
旬
の
拡
大
編
纂
専
門
委
員
会
の
開
催

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
内
の
百
五
十
年
史
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
構
成

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、
次
の
編
纂
専
門
委
員
会
に
備
え
た
。
当
初
、
九
月
の
夏
休
み
中
に
編
纂
専
門
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
が
、
編
纂
専
門
委
員
の
都
合
を
す
り
合
わ
せ
た
結
果
、
夏
休
み
明
け
す
ぐ
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

編
纂
専
門
委
員
会
（
第
二
回
）
が
、
九
月
二
二
日
（
月
）
に
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
四
会
議
室
（
一
三
：
三
〇
〜
一
六
：
三
〇
）
で
開
催
さ
れ
た
。

編
纂
専
門
委
員
の
六
名
全
員
が
出
席
し
た
。
先
ず
、
協
議
事
項
は
、
次
の
三
件
で
あ
っ
た
。

１

．
編
集
・
執
筆
の
基
本
方
針
と
体
制
の
件

　

委
員
長
か
ら
編
集
・
執
筆
方
針
と
全
巻
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
〔
外
国
語
版
〕
委
員
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
で
は
英
語
版
な
ど
外
国
語
版
が
必
要
で
あ
る
が
、
英
語
版
作
成
に
は
日
本
語
版
を
翻

訳
す
る
か
英
語
版
を
独
自
に
作
成
す
る
か
、
の
二
通
り
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
方
、
他
の
委
員
か
ら
は
、
英
語
版
の
製

作
の
た
め
に
は
、
人
名
の
正
確
な
読
み
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
旨
の
意
見
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
広
報
室
な
ど
が
写
真
を
多
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用
し
て
編
集
し
た
和
英
対
照
の
校
史
『
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
１

２

５ 

１

８

８

２

│
２

０

０

７

』（
早
稲
田
大
学
広
報
室
・
創
立
一
二
五
周
年
記

念
出
版
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
刊
）
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
も
出
た
。

　
〔『
百
五
十
年
史
』
の
構
成
〕
各
委
員
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
の
編
成
は
、『
百
年
史
』
と
は
大
き
く
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
協
議
事
項
（『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
構
成
の
件
）
の
と
こ
ろ
で
、

再
び
議
論
さ
れ
た
。

　
〔『
百
年
史
』
と
の
関
係
〕
各
委
員
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
は
『
百
年
史
』（
第
一
巻
〜
第
四
巻
）
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た

も
の
と
考
え
て
よ
い
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
、
単
に
『
百
年
史
』
を
圧
縮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

版
で
は
面
白
味
に
欠
け
る
の
で
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
新
し
い
研
究
成
果
や
新
資
料
、
既
存
の
資
料
の
読
み
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
、

『
百
年
史
』
と
の
差
異
化
を
図
り
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
〔
自
校
史
教
育
〕
各
委
員
か
ら
、
校
史
教
育
に
つ
い
て
は
教
室
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ス
ナ
ビ
を
利
用
し
て
配
信
し
て

は
ど
う
か
、
編
纂
の
過
程
で
見
つ
か
っ
た
新
し
い
成
果
を
い
ち
早
く
学
生
に
伝
え
る
方
法
が
あ
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委

員
長
か
ら
、
現
在
の
早
稲
田
ラ
イ
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
入
門
編
の
た
め
簡
略
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
内
容
の
も
の
を
載
せ
て

い
く
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
委
員
長
か
ら
二
〇
一
四
年
度
の
審
議
日
程
と
二
〇
一
五
年
度
の
編
集
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
っ
た
。

２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
構
成
の
件

　

委
員
長
よ
り
、
別
紙
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
分
類
し
て
示
す
と
、
以
下

の
よ
う
な
に
な
る
。

　
〔『
百
年
史
』
の
問
題
点
〕
担
当
者
か
ら
、『
百
年
史
』
第
一
巻
・
第
二
巻
に
は
情
緒
的
な
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
百
五
十
年
史
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編
纂
の
際
に
は
文
体
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
第
一
巻
第
一
編
の
み
な
ら
ず
、
第
二
編
の
小
野
梓
の
記
述
も
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
長
か
ら
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
総
長
の
あ
い
さ
つ
文
、
祝
辞
な
ど
は
、
別
に
資
料
集
を
作
っ
て
そ
れ
を
参
照
し
て
も
ら
え
ば
、

『
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
頁
数
を
圧
縮
で
き
る
と
い
っ
た
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　
〔
学
生
生
活
〕
各
委
員
か
ら
、
戦
前
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
交
通
環
境
や
昼
食
を
し
て
い
た
場
所
、
ア
ル
バ
イ
ト
料

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
記
述
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。『
百
年
史
』
で
は
、
こ
う
し
た
学
生
生
活
に

関
す
る
記
述
が
分
散
さ
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
と
め
て
お
く
と
分
か
り
や
す
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

委
員
長
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
の
分
量
の
制
約
も
あ
る
た
め
、
学
生
の
サ
ー
ク
ル
的
な
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
卒
業
生
の
活
動
を
ど

う
盛
り
込
ん
で
い
く
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
〔
東
京
専
門
学
校
・
旧
制
早
稲
田
大
学
の
授
業
な
ど
〕
委
員
か
ら
、
東
京
専
門
学
校
に
英
語
政
治
科
が
あ
る
が
、
英
語
で
授
業
が

な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
戦
前
の
朝
の
授
業
開
始
時
刻
の
正
確
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
教
育
内
容
や
制

度
に
つ
い
て
細
部
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
〔
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
〕
委
員
長
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
最
近
大
き
く
変
化
し
、
平
面
だ
け
で
は
な
く
、
建
物
は
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
変
遷
を
ど
の
よ
う
に
書
く
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
や
、
建
物
が
変
わ
る
と
学
生
の
流
れ
も
変
わ
り
、
そ

れ
ら
に
連
動
し
て
様
々
な
変
化
が
起
き
た
筈
で
あ
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　
〔
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
〕
委
員
か
ら
、
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
の
記
録
の
有
無
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
た
。
担
当
者
か
ら
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
す
べ
て
が
記
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
旨
の

回
答
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
委
員
長
が
『
百
年
史
』
を
調
べ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
何
か
、
整
理
し
て
お
く
必
要
が
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あ
る
旨
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　
〔
早
稲
田
騒
動
〕
各
委
員
か
ら
、『
百
年
史
』
で
は
、
高
田
早
苗
側
の
記
述
に
偏
っ
た
嫌
い
が
あ
る
が
、『
百
五
十
年
史
』
で
は
天

野
為
之
側
の
言
い
分
に
も
耳
を
傾
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
、
早
稲

田
騒
動
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
高
い
レ
ベ
ル
か
ら
の
記
述
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
以
前
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
天
野
展
を

開
催
し
た
が
、
新
し
い
資
料
は
あ
ま
り
な
い
、
と
い
っ
た
回
答
が
な
さ
れ
た
。

　
〔
第
一
巻
の
編
成
〕
各
委
員
か
ら
、
テ
ー
マ
別
の
編
成
に
す
る
な
ど
『
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
の
章
立
て
を
『
百
年
史
』
と
大
き

く
変
え
て
み
る
方
法
も
あ
る
が
、
全
巻
の
統
一
性
も
考
慮
し
て
、
第
一
巻
だ
け
が
他
の
巻
と
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
方
、
他
の
委
員
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
の
大
き
な
構
成
に
つ
い
て
は
既
に
合
意

が
出
来
て
い
た
と
思
う
。
第
一
巻
の
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
分
量
の
関
係
か
ら
、『
百
年
史
』
の
コ
ン
パ
ク
ト
版
と
新
研
究
の
成
果

を
中
心
に
す
る
以
外
に
は
な
い
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
委
員
長
か
ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。『
百
五
十
年
史
』
だ
け
で
内
容
に
筋
が
通
っ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
い
ち
い
ち
『
百
年
史
』
を
参
照
し
な
け
れ
ば
ス
ト
ー
リ
ー
が
理
解
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
読
者
側
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
第
一
巻
の
第
一
部
・
第
二
部
・
第
三
部
の
枠
組
み
は
原
案
の
ま
ま
に
し
て
、
そ
の
中
の

小
項
目
を
大
き
く
変
え
て
み
る
と
い
っ
た
方
法
を
考
え
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
校
史

を
描
き
た
い
。

　
〔
聞
き
取
り
調
査
〕
各
委
員
か
ら
、
編
纂
専
門
委
員
会
委
員
は
何
れ
も
文
系
出
身
者
で
あ
る
た
め
、
理
工
学
術
院
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
白
井
元
総
長
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
旨
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。
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〔
資
料
調
査
〕
委
員
長
か
ら
、
学
部
の
新
設
・
改
廃
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
重
点
的
に
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
来
年
度
か

ら
開
始
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
委
員
長
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
の
通
史
の
中
に
学
部
側
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
盛

り
込
む
か
と
い
う
難
題
が
あ
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

３

．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
件

　

担
当
者
よ
り
、『
百
五
十
年
史
』
の
電
子
書
籍
化
の
準
備
、『
百
五
十
年
史
』
の
公
式
サ
イ
ト
の
開
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
協
議
し
た
。
な
お
、
大
学
本
部
か
ら
、
各
箇
所
に
対
し
て
Ｈ
Ｐ
の
形
式
を
統
一
す
べ
き
と
い
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

『
百
五
十
年
史
』
の
公
式
サ
イ
ト
の
計
画
も
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
〔
文
書
の
公
開
基
準
〕
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ブ
状
況
は
時
々
刻
々
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
た

め
、
将
来
の
ｗ
ｅ
ｂ
環
境
の
予
測
は
困
難
で
あ
っ
て
、
今
詰
め
て
お
く
べ
き
こ
と
は
公
開
の
原
則
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
早
大
の

場
合
に
は
公
開
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
京
都
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
他
大
学
の
事
例
も
よ
く
調
査
し
て
参
考
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
、
戦
争
犠
牲
者
名
簿
に
つ
い
て
も
、
ど
の
範
囲
を
公
開
す
べ
き
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
、

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
〔『
百
五
十
年
史
』
の
電
子
書
籍
化
〕
担
当
者
か
ら
、
最
初
か
ら
電
子
書
籍
化
す
る
こ
と
を
出
版
社
と
契
約
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

そ
う
で
な
い
と
余
分
な
費
用
が
か
か
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。ま
た
、各
委
員
か
ら
、『
百
五
十
年
史
』
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、

年
表
、
資
料
、
地
図
な
ど
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
委
員
長
か
ら
は
、
出
版
社
は
早
稲
田
大
学
出

版
部
が
第
一
候
補
と
な
る
が
、
電
子
書
籍
化
に
つ
い
て
出
版
部
と
協
議
し
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
〔『
百
五
十
年
史
』
公
式
サ
イ
ト
の
計
画
〕
各
委
員
か
ら
、
こ
の
サ
イ
ト
に
は
何
を
載
せ
る
予
定
な
の
か
、
編
纂
の
進
捗
状
況
で
あ

れ
ば
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で
済
む
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
委
員
長
か
ら
次
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の
よ
う
な
回
答
が
な
さ
れ
た
。『
百
年
史
』
の
電
子
版
、『
百
五
十
年
史
』
の
資
料
集
、
百
五
十
年
史
編
纂
組
織
や
編
纂
の
進
捗
状
況

の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で
出
来
る
範
囲
で
、『
百
五
十
年
史
』
関

連
の
情
報
発
信
を
開
始
し
、
今
後
、
重
い
デ
ー
タ
の
公
開
の
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
報
告
事
項
は
、
①
二
〇
一
四
年
度
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）
の
報
告
の
件
、
②
二
〇
一
四
年
度
百
五
十

年
史
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
の
報
告
の
件
、
③
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
、
④
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化

状
況
の
件
、
⑤
戦
争
犠
牲
者
及
び
戦
争
体
験
聞
取
り
調
査
の
件
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
、
百
五
十
年
史
編
纂
事
務
局
よ
り
、
来
年
度
九
月
に
、
百
五
十
年
史
編
纂
室
（
仮
称
）
の
開
設
を
予
定
し
て

い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
④
で
は
、
こ
れ
ま
で
決
議
録
の
目
録
化
は
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
法
人
課
保
管
の
資
料
の
中
に
戦
前
の

も
の
を
含
め
て
か
な
り
多
く
の
決
議
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
決
議
録
も
目
録
化
す
る
こ
と
に

し
た
旨
な
ど
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
九
月
の
専
門
委
員
会
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、『
百
五
十
年
史
』
の
具
体
的
な
内
容

に
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
た
印
象
で
あ
っ
た
。
三
時
に
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
五
時
間
に
わ
た
る
長
い
会
議
と
な
っ

た
。
一
〇
月
一
日
、
資
料
セ
ン
タ
ー
内
で
の
百
五
十
年
史
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、
百
五
十
年
史
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い

て
具
体
的
な
構
想
が
示
さ
れ
た
。
今
後
の
『
百
五
十
年
史
』
関
連
の
日
程
で
あ
る
が
、
一
一
月
一
八
日
に
今
年
度
第
三
回
目
の
編
纂

専
門
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
年
末
（
一
二
月
二
日
）
に
編
纂
委
員
会
（
第
三
回
）
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。



196

お
わ
り
に
│
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
室
（
仮
称
）
の
開
設
準
備
│

　

以
上
、
最
近
の
一
年
間
の
編
纂
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
い
よ
い
よ
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
『
百
五
十
年
史
』
の
執
筆

が
開
始
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
九
月
に
は
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
の
六
階
内
に
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
室
（
仮
称
）

が
開
設
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
編
纂
室
開
設
に
向
け
て
大
急
ぎ
で
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
配
架
図
書
・
資
料

の
選
定
作
業
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
庫
の
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
管
理
し
て
い
る
２

号
館
旧
書
庫

も
整
理
し
て
、
編
纂
室
の
書
庫
の
不
足
を
補
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

編
纂
室
の
側
に
会
議
室
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
編
纂
専
門
委
員
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
た
い
へ
ん
都
合
が

よ
い
。
計
画
通
り
に
開
設
さ
れ
れ
ば
、
百
五
十
年
史
編
纂
室
は
『
百
五
十
年
史
』
が
完
結
す
る
ま
で
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
を
占
め
る

は
ず
で
あ
る
。
百
五
十
年
史
編
纂
の
拠
点
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
早
稲
田
学
（
自
校
史
教
育
）
の
準
備
室
と

な
り
、
企
画
展
の
た
め
の
作
業
室
と
も
な
る
。
多
機
能
に
し
て
機
動
的
な
施
設
と
し
て
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。


